
平成31年度計画重点項目 

１．県民からの期待に応える存在意義の高い大学 

   「地域貢献・教育重視型大学」実現のための大学改革の推進や、浜田キャンパス新学部学科設置に 

向けた準備を進める。 

  〇大学改革本部は、魅力ある大学づくりや大学運営にかかる重要な課題に応じた専門部会を設置し、 

改革の基本方針を策定する。方針の策定過程においては、学生ニーズの把握に努めるとともに学外 

アドバイザーを積極的に活用する。（No.1） 

〇浜田キャンパスに新学部設置準備室を置き、2021年度の学部再編に向け着実に準備を進め、設置申請

など所要の手続きを行う。また、高校生や教員、保護者等にわかりやすい３ポリシーを制定し、積極

的に情報発信していく。（No.4） 

２．地域に貢献する人材を輩出する大学 

高大連携の強化とともに、県内企業や行政と連携した地域の担い手となる人材の県内定着への 

取組みを推進する。 

  〇高校と大学による協働活動のプログラム化に向けての高大連携協議を開始し、「高校魅力化事業」 

等とも連動させて、連携拠点、試行重点高校の設定を行い、高校と共同でカリキュラム化に取り 

組む。（No.26） 

  〇しまね協働教育パートナーシップや島根県中小企業家同友会との包括的連携協定を活用し、長期・ 

事業創造型インターンシップの制度構築の協議検討や産業界と連携して企業見学ツアー、企業と 

学生との交流会、業界研究フェアなどを実施する。（No.44-1） 

３．地域が抱える諸課題に対応する研究及び教育を重視する大学 

研究成果を教育や地域に確実に還元する取組みとともに、関係機関と連携した地域の課題解決に 

向けた取組みを推進する。また、しまね地域研究センターの設置や全学的な基礎教養部門の設置に 

取り組む。 

〇「しまね地域研究センター」を設置・運営し、自治体、県内中小企業、NPO法人、中山間地域研究 

センター等の教育研究機関と連携して、地域課題研究に取り組む。（No.50） 

〇全学教養教育推進センターを設置し、教養教育の企画、実施、改善等の基本指針を策定し、全学的 

に運用する。また、同センターの下に、基礎教養部（浜田キャンパス）を置く。（No.36） 

４．国際交流・海外留学等の促進 

    国際交流事業を通じたグローバル（グローカル）人材育成の促進を図る。 

  〇海外協定大学等との間で学生の海外体験等を支援する短期プログラムについて検討し、トライアル 

実施する。（No.29-3） 

〇留学をはじめとする学生の国際交流の促進に向けて、キャンパス間の連携強化を図る。 

（No.29-4） 

５．理事長・学長のリーダーシップのもと機動的かつ戦略的な運営を行う大学 

  〇理事長の下にIR室を設置し、入試や教育研究、就職などの情報を収集・分析・評価することに 

より、戦略的な大学運営を行う。（No.31） 

  〇学長代行を設置するとともに副学長の役割を見直し、ガバナンス体制の整備を図る。 

また、学部再編など大学改革に対応する事務局体制の見直しを行う。（No.64） 


